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(1)第 114号 納 税 だ よ り

雖颯T螂文 輻勒嚢憮骰奉彎華彙蟷

令
和
Ｌ
年
十

一
月
十
三
―ニー
、

有

田
市

の
鮎
茶
屋
に
お

い
て
湯
浅
税
務
署

。
公

益
社
団
法
人
湯
浅
納
税
協
会
並
び
に
有

田
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会

の
二
者

共
催

に
よ
る
令
和
七
年
度
納
税
表
彰
式

が
挙

行
さ
れ
ま
し
た
っ

当

日
は
、

紀
中
県
税
事
務
所
長
、

有

田
市
長

（
市

町
長
代
表
）
、

近
畿
税

理

士
会
湯
浅
支
部
長
を

は
じ
め
、

有

田
郡

各

町
長
並
び
に
関
係
団
体

か
ら
多
数

の

ご
来
賓
を
お
迎
え
し
て
、

納
税
表
彰
式

に
錦

上

花

を

添

え

て

い
た

だ

き

ま

し

た
。栄
え
あ
る
賞

に
輝

い
た

の
は
、

多

年

に
わ
た
り
、

常

に
率
先

し
て
、

申
告
納

税
制
度

に
沿

つ
た
、

「
適

正
申
告
」

と

「
期
限
内
納
付
」

を
続
け
ら
れ
、　
さ

ら

に
納
税
協
会

・
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会

等

の
組
織

の
充
実

に
尽
力
さ
れ
る
と
と

も
に
、

会
員
等

の
指
導
育
成

に
積
極
的

に
取
り
組
ま
れ
た
方
、

ま
た
多
年

に
わ

た

り
、

租

税

教

育

の
推

進

に
努

め

ら

れ
、

正
し

い
税
知
識

の
普

及

。
拡
大

に

顕
著
な
功
績
を
掲
げ

ら
れ
た
方
な
ど
、

納
税
道
義

の
高
揚

に
多
大
な
貢
献

を
さ

れ
た
方

々
で
す
ｃ

受
賞
さ
れ
ま
し
た
皆
様

に
は
、

心

か

ら
お
祝

い
を
申

し
上
げ
、

今
後

の
よ
り

一
層

の
ご
活
躍
を
お
祈

り
中

し
上
げ

ま

す
‘

１
♂

ソ
ｒ
喝

″イ
O゛

ヽ、…

ノ ン

栄
え
あ

る
受
賞

者

は
次

の
方

々
で
す
。
（
敬
称
略
）

表

彰

受

彰

者

◆
国
税
庁
長
官
納
税
表
彰

木

本

　

佳

孝

（
湯
浅
納
税
協
会

・
会
長
）

◆
大
阪
国
税
局
長
納
税
表
彰

長
尾
　
浩
志
（
湯
浅
納
税
協
会

。
副
会
長
）

◆
湯
浅
税
務
署
長
納
税
表
彰

白

川
　

達

規

（
湯
浅
納
税
協
会

・
理
事
）

丁
郎
（
湯
浅
納
税
協
会

。
理
事
）

厚
之
（
湯
浅
中
学
校

・
校
長
）

◆
湯
浅
納
税
協
会
会
長
表
彰

戸

田
　
篤

宏
（
湯
浅
納
税
協
会

・
常
任
理
事
）

江

川

　

正

文
（
湯
浅
納
税
協
会

・
理
事
）

◆
有
田
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
会
長
表
彰

上

野
山
　
源

吾
（有
田
納
貯
連

・
作
文
委
員
）

感

謝

状

受

贈

者

◆
近
畿
納
税
貯
蓄
組
合
総
連
合
会
会
長
感
謝
状

木
本
　
佳
孝
（有
田
納
貯
連

。
相
談
役
）

◆
湯
浅
税
務
署
長
感
謝
状

湯
浅
中
学

校
（
租
税
教
育
推
進
校
）

◆
湯
浅
納
税
協
会
会
長
感
謝
状

前

田
　
芳
宏
（
湯
浅
納
税
協
会

・
常
任
理
事
）

石
垣
　

洋
介
（
元
湯
浅
納
税
協
会

・
副
会
長
）

川 丹

「

■ _ム
日  口

ロ
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令和7年 12月 15日 納 税 だ よ り 第 114号 (2)

「
税

に

つ
い
て

の
作

文
」

「
税

の

標

語
」

の
募

集

に

は
本

年

も

有

田

郡

市

の
各

中

学

校

・
高

校

か

ら
多

数

の

応

募

を

い
た
だ

き

ま

し
た
。

中

学

生

の
作

文

に

は

一
二

人

七

編
、

標

語

に

は

．
五

〇

七

編
、

高

校

生

の
作

文

に
は

三

〇

五
編

が

寄

せ

ら

れ
ま

し
た
．

各

学

校

を

は

じ

め

関

係

者

の
皆

様

方

か

ら

の
ご

支

援

・
ご

協

力

を

賜

り

厚

く

お
礼
申

し
上
げ

ま
す
。

な

お
、

本

年

も

十

一
月

二
十

六

日

に
金

屋

文

化

保

健

セ

ン
タ
ー

で
、　
中

学

生

を

対
象

に
表

彰

式

を

開

催

い
た

し
ま

し
た
ｃ

入

選

さ

れ

た

皆

様

は
次

の
方

々
で

す
ｃ
　

　

　

　

　

（
敬

称

略
）

○
中
学
生
　
作
文
の
部

▼
納
税
協
会
連
合
会
会
長
賞

▼
和
歌
山
県
知
事
賞

耐
久
中
学
校

一
年
　
成
相
　
和
華

▼
和
歌
山
県
租
税
教
育
推
進
連
絡

協
議
会
賞

湯
浅
中
学
校
二
年
　
勘
佐
　
華
蓮

▼
湯
浅
税
務
署
長
賞

湯
浅
中
学
校
三
年
　
増

元
　
志
斗

吉
備
中
学
校
二
年
　
中
止
　
心
花

▼
各
市

町
長
賞

有

和
中
学
校

二
年

湯
浅
中
学
校

二
年

耐
久
中
学
校

二
年

津

本
中
学
校

一二
年

古
備
中
学
校

一
年

令

屋
中
学
校

二
Ｌ

石
垣
中
学
校

二
二

人
幡
中
学
校
二
年
　
堂
前
　
紀
穂

▼
有
田
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
会
長
賞

有

和
中
学
校

三
年

▼
和
歌
山
県
納
税
貯
蓄
組
合

総
連
合
会
会
長
賞

▼
湯
浅
納
税
協
会
会
長
賞

有
和
中
学
校
三
年
　
九

児
　

由
童
『

湯
浅
中
学
校
二

一　

谷
本
　

梨
緒

▼
近
畿
税
理
士
会
湯
浅
支
部
長
賞

有
和
中
学
校

二
年

有
和
中
学
校
三
年

有
和
中
学
校
三
年

川
り〔田

石 古 福
井 川 本

′い

愛

原澤
田谷

小ヽ］立
日

友
愛
美
ら

有
和
中
学
校

一
年

吉
備
中
学
校

二
年

イー
和
中
学
校
　
年

有
和
中
学
校
三
年

津鈴嘉一萩 田御
田木成 ノ 伏前
瀬

二梨潤友結彰柚
胡乃羽依愛真妃

富國
山中

優

希

一
り

一く

■
４

り
４

心

羽

実
璃

▼
有
田
地
方
租
税
教
育
推
進

協
議
会
会
長
賞

有
和
中
学
校
三
年

吉
備
中
学
校

二
年

川

口
　
花
奈

木
村
　
心
優

▼
大
桑
教
育
文
化
振
興
財
団
理
事
長
賞

有
和
中
学
校

二
年

有

和
中
学
校

三
年

湯
浅
中
学
校

一
年

湯
浅
中
学
校

三
年

耐
久
中
学
校

二
年

吉
備
中
学
校

二
年

藤

田

　

は

る

中

西

　

珠

鈴

小

野

田
蒼

一

坂

田
錬

汰

朗

田
伏

　

　

涼

山

田
　

翔

子

○
中
学
生
　
標
語
の
部

▼
湯
浅
税
務
署
長
賞

吉
備
中
学
校
三
年
　

中

上
　

心
花

▼
有
田
地
方
租
税
教
育
推
進

協
議
会
会
長
賞

有
和
中
学
校

二
年

湯
浅
中
学
校

二
年

耐
久
中
学
校

一
年

人
幡
中
学
校

二
年

▼
各
市
町
長
賞

有

和
中
学
校

三
年

湯
浅
中
学
校

二
年

耐
久
中
学
校

二
年

吉
備
中
学
校

一
年

全
量
中
学
校

一
年

人
幡
中
学
校

二
年

伊
藤
　
樹
生

上

回
　
摩
怜

伊
藤
　
留
菜

大
浦
　
蓮
生

北
浦

み
ず
き

堂
前
　
茉
穂

中 山

田

萌
杏
真

人
桜
子

紀
穂

堂 前

前 川

▼
湯
浅
納
税
協
会
会
長
賞

有
和
中
学
校
二
年
　
坂
上
　
唯
花

石
垣
中
学
校

一
年
　
北
垣
佑
貴
斗

▼
近
畿
税
理
士
会
湯
浅
支
部
長
賞

有
和
中
学
校
三
年

津
木
中
学
校

一
年

○
全
国
納
税
貯
蓄
組
合

連
合
会
感
謝
状

広
川
町
立
　
　
耐
久
中
学
校

○

高

校

生

　

作

文

の
部

▼
和
歌
山
県
租
税
教
育
推
進
連
絡

協
議
会
賞

耐
久
高
校

一
年
　
森
　
千
亜
里

▼
和
歌
山
県
知
事
賞

耐
久
高
校

一
年
　
上
野
山
侑
花

▼
湯
浅
税
務
署
長
賞

耐

久

高

校

一
年
　

山石
崎

　

奏

乃

有

田
中

央
高
校

一
年南

　

萌
枝

華

▼
有
田
地
方
租
税
教
育
推
進

協
議
会
会
長
賞

有

田
中
央
高
校

一
年児
島

箕
島
高
校

一
年
　
漬
井

▼
近
畿
税
理
士
会
湯
浅
支
部
長
賞

箕
島
高
校

一
年
　
佐

々
木
泰
寿

寒巽

川

碧愛
天裡

祢 晏

==#日 ,そ



納 税 だ よ り 令和7年 12月 15日

有田納税貯蓄組合連合会

会 長  川原 啓次郎

曹

令

和
七
年

五
月
か
ら
有

田
納
税
貯
蓄
組

合
連
合
会

の
会
長
を
務

め

て
お
り
ま
す
川

原
で
す
。

納
税
貯
蓄
組
合

は
、

昭
和

二
十
六
年

の

納
税
貯
蓄
組
合
法

に
よ
っ
て
設
立

し
た
全

国
規
模

の
組
織

で
す
。

私
ど
も
は
、

税

の
啓
発
活
動
や
租
税
教

育

の
推
進
を
目
的

と
し
て
活
動

し
て
い
る

と

こ
ろ
で
す
ｃ

そ

の
中

で
も
特

に
、

租
税
教
育

の
推
進

の
為

に

ヽ
中
学
生

の

「
税

に

つ
い
て
の
作

文
」

の
募

集

事

業

に
力

を

入

れ

て

い
ま

コ
リ

こ
の

「
税

に

つ
い
て
の
作
文
」

の
募
集

事
業

は
、　
こ
れ
を
機
会

に
作
文
を
書
く

こ

と

で
中
学
生

の
皆
さ

ん
に
税
を
正
し
く
理

解

し
て
い
た
だ
き
、

税

に
対
す

る
意
識

の

浸
透
を
図
る

こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
ｃ

こ
の
事
業

は
、

昭
和
四
十

二
年

か
ら
国

税
庁
と
私
ど
も

の
―．
部
団
体

で
あ

る
全
国

納
税
貯
蓄

組
合
連
合
会

と
が
実
施

し
て
お

り
、

本
年

で
五
十
九
回
目
と
な
り
ま
す

将
来

を
担

う
中
学
生

の
皆
さ

ん
が
作

文

を

書

く

こ
と

で
、

税

に

関

す

る

意

識

を

持

っ

て

い
た
だ
き
、

ま
た
、

そ

の
作

文
を

通

じ

て
周
囲

の
方

々
も
税

に

つ
い
て
関
心

を

持

つ

て

い
た

だ

く

こ
と

に

も

つ
な

が

り
、

非
常

に
嬉
し

い
限
り
で
す
。

応
募
作

品
を
読

ん

で
感

じ
た
点

は
、

生

徒

の
皆
さ

ん
が
、

税

の
持

つ
役
割

や
重

要

性

に

つ
い
て
非
常

に
深
く

理
解

さ

れ

て

い

る
こ
と

で
す
．

ま
た
、

「
作

文
を
書

く

こ
と

で
、

税

に

よ

つ
て
自

分

た
ち

の
毎

日

の
生

活
が

ど
れ

だ
け
支

え
ら
れ

て

い
る
か
が

理
解

で
き

た

の
で
、

将
来

は
自

分
も
社
会

人
と

し

て
感

謝

の
気
持

ち

を
忘

れ
ず
納
税

の
義
務

を
果

た

し

て
行
き

た

い
。

」

な

ど
と

い
う
内
容

の
作

品
が
多

く
見
受
け

ら
れ
、

非
常

に
頼

も
し

い
気
持
ち

に
な
り
ま
し
た
。

今

後

も
、

中
学
生

の

「
税

に

つ
い
て

の

作

文
」

募
集
事
業

に
力
を

入
れ

て
ま

い
り

ま
す

の
で
、

引
続

き
よ
ろ

し
く

お
願

い
い

た
し
ま
す
。

(3)第 114号

ひに'税の標語」表彰式

●

中学生の についての

並

＾
　
，
　
凛

〓

Ｔ ″
・】Ｆ
‥

と
譲７
．ト語

・=セ :、

ヽ

.―‐r」

尋■●車=熟中曝

1讐‐ぎ
凛■産

本
年

の
募
集
結

果

に

つ
き
ま

し

て
は
、

学
校

関
係
者

の
方

々
の
ご
協

力

や
生

徒
さ

ん
た
ち

の
頑
張

り
に
よ

り
、

本
年

も
全

国

で
約

四
十

二
万
編

の
応
募

が
あ

り
、

生
徒

数

に
対
す

る
応
募
割
合

は
十

三

・
七
％

と

な

っ
て
い
ま
す
ｆ

ま

た
、

和
歌

山
県

の
応
募
割
合

は
四
十

一
。
三
％

で
、　
こ
れ
は

二
十

五
年
連

続

で

全
国

一
位

で
す
。

私

ど

も

の
地

域

は
、

応

募

割

合

七

十

九

・
三
％

と
非
常

に
高

い
応
募
率

で
、　
こ

れ
は
近
畿

で

一
位
と

の
こ
と

で
す
。

あ

ら
た

め

て
、

関
係
者

の
方

々
に
お
礼

を
申

し
上
げ
ま
す
。



令和7年 12月 15日 納 税 だ よ り 第 114号 (4)

令
和
七
年
度
中
学
校
の

「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」
受
賞
作
品
紹
介

《
公
益
財
団
法
人
　
納
税
協
会
連
合
会
会
長
賞

》

（近
き
一府
四
県
で
の
優
秀
作
品
）

「
み
ん
な
の
願
い
を
込
め
て
」

最
近
、

災
害

に
関
す

る

ニ
ュ
ー

ス
が
報

一

道
さ
れ

て
い
る
。

そ

の
た
び
に
、　
不
安

が

募

り
今
ま

で
よ
り
も
災
害
と

い
う
言
葉

に

敏
感
に
な

つ
て
い
る
と
思
う
。

少
し
で
も
、　
そ

の
不
安

を
取

り
除

き
た

く

て
イ

ン
タ
ー

ネ

ッ
ト

で
調

べ
る

こ
と
が

あ

る
。　
で
も
、

突
き

つ
け
ら
れ
る

の
は
受

け
止
め
ざ

る
負
え
な

い
現
実
だ
。

そ
ん
な
時
、

調

べ
て
い
る
中

で
二
〇

一

一
年
二
月
十

一
日
に
お
き
た
東

日
本
大
震

災

で
被
災
さ

れ
た
地
域

は
復
興
特
別
所
得

税
を
使

っ
て
少

し
ず

つ
復
興

し
て
き

て

い

る
こ
と
を
知

っ
た
。

復
興
特
別
所
得
税
と

は
、

道
路

・
高
台

・
住
宅
な
ど
を
復
興

し

た
り
被
災
者
支
援

を
す

る

こ
と
に
役
立

て

ら
れ

て
い
る
税
金
だ
。

所
得
税
を
納

め
る

義
務
が
あ
り
働

い
て
い
る
人
を
対
象

に
復

興
財
源
確
保
法

に
基
づ
き

二
〇

一
三
年

か

ら

二
〇
三
七
年
ま

で
の
期
間
に
わ
た

つ
て

通
常

の
所
得
税

に
二

。
一
パ
ー

セ

ン
ト
上

乗
せ
し
て
徴
収
さ
れ
て
い
る
。

私
は
、

東

日
本
大
震
災

で
被
災
さ
れ
た

地
域

に
足
を
運
ん
だ

こ
と
も
、

直
接
話
を

聞

い
た

こ
と
も
な

い
。　
ニ
ユ
ー

ス
や
記
事

で
日
に
す

る
ぐ
ら

い
だ
。

そ
ん
な
中

で
復

興
道
路

・
復
興
支
援
道
路
が
八
十
六
パ
ー

セ
ン
ト
で
十
四
年
た

っ
た
今
も
、

ま
だ
、

有
和
中
学
校

三
年
　
川
畑
心
愛

十
四
パ
ー

セ

ン
ト
、

普

及
が
追

い
付

い
て

い
な

い
と

い
う

記
事

を
見
た

こ
と
が
あ

る
。

私

は
、

ま
だ
困

つ
て
い
る
人
が
具
体
的

に
ど

れ
ぐ
ら

い

の
か
分
か
ら
な

い
ｃ

そ
れ
は
、　
ニ
ュ
ー

ス

で
は
復
興
が
進
ん

で
い
る
地
域

し
か
取
り

ら
れ
な

い
か
ら
だ
。

ど
う
し
て
み
ん
な
同

い
を
し
て
そ
れ
に
上
も
下
も
な

い
の
に
復

進
ん
で
い
な

い
地
域
が
あ
る
の
か
私
に
は

ら
な

い
ｃ

そ
し
て
復
興

で
き
て
い
な

い
地

域

も
あ

る
中

で
、

自
然

は
止
ま

つ
て
は
く
れ
な

い
。　
二
〇

二
四
年

一
月

一
日
に
能

登
半
島

で
大

き
な

地
震

が
あ

り
、

最

近

で
は
ト
カ
ラ
列
島

で

大

き
な
地
震
が
絶

え
間
な

く
起

こ
つ
て

い
る
。

地
震

の
通
知

が
来

る
た

び
に
す
ご

く
不
安

に
な

る
。

私

は
、

大
き
な

地
震

を
経
験

し
た

こ
と
が

な

い
。

だ

か
ら
、

地
震

の
本
当

の
怖

さ
を
知

ら

な

い
の
か
も

し
れ
な

い
。

南

海
ト

ラ

フ
が
起

こ

り
や
す

い
と
言
わ

れ

て

い
る
中

で
、　
こ
れ

か
ら

大

き
な
地
震

を
経

験
す

る

日
が
来

る
か
も

し
れ

な

い
。

今

の
こ
の
幸

せ
な

日
本
を
守

る
た
め

に

私

に

で
き

る

こ
と
。

そ
れ
は
復
興
特
別
所
得
税

に

つ
い
て
勉
強

し

て
伝
え

る
。

復
興
特

別
所
得

税

は
消
費
税
な

ど

に
比

べ
て
あ
ま

り
知

ら
れ

て

い
な

い
。

だ

か
ら
ま
ず

は
知

る

こ
と
が
大

切
だ

と
思
う
。

そ
れ
が
、

東
北

の
方

や
地
震

を
受

け

て
怖

い
思

い
を

し
た

人
た
ち

に
寄

り
添
う

こ
と

に
繋

が

る
と
思
う
。

人

は
支

え
、

支

え
ら
れ

て

い
る
。

支

え
合

っ
て
生

き

て
い
る

こ
と
を
忘

れ

分 興 じ上 な い
か が ′思 げ ど る

ず
、　
こ

の
豊

か
な

暮

ら

し
が

あ

る

の
も

税

金

の

お

か
げ

だ

と

い
う

こ
と

も

心

に
留

め

て
生

き

て

い
く
。

自

分

の
地
域

は
大

丈

夫

だ

か
ら

と

い
つ

た

他

人
事

で
は
な

く
、　
み

ん
な

に
支

援

が

行

き

届

く
よ
う

に
ｃ

税

金

が
今

の
私

た
ち

を
支

え

て
く

れ

て

い
る

よ
う

に
、

私

も
自

分

の
た

め

に
も

誰

か

の
た

め

に

も

し

つ

か

り

税

を

納

め

る

大

人

に

な

り

た

い
。

そ

し

て
、　
こ

の
日
本

が

一
人

一
人

を

し

つ

か

り
と
支

え

ら

れ

る

国

に
な

っ

て
ほ

し

い
。

今

日
よ
り
明
る

い
明

日
を
創

る
た
め

に
ｃ

今
、

あ
な
た

に

で
き

る

こ
と

は
何

で
す

か
。

考

え

て
み

る
だ

け

で
も

日
本

を
変

え

る

一
歩

に

な

る
と
思
う

か
ら
。

―
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(5)第 114号 納 税 だ よ り 令和7年 12月 15日

中
学
生

「
税

の
標
語
」
優
秀
作
品
と
し
て
次

の
作
品
が
選
ば
れ
、

有

田
市

・
湯
浅
町

・
広
川
町

。
有
田
川
町

（
吉
備
地
区

。
金
屋
地
区

・
清

水
地
区
）

に
計
六
箇
所
あ
る

「
税

の
塔
」

に

一
年
間
掲
載
さ
れ
、
道
行

く
人

々
に
税
に
対
す
る
関
心
と
正
し
い
理
解
を
呼
び
か
け
て
い
き
ま

一　　〇

コ
リ○

有
田
市
　
税
の
塔
　
掲
載
作
品

税
金
で
　
地
域

の
未
来
を
　
輝
か
そ
う

有
和
中
学
校
二
年
　
　
伊
藤

税
金
で
　
増
や
し
て
い
こ
う
よ
　
未
来
の
笑
顔

有
和
中
学
校
二
年
　
　
山
田

そ
の
未
来
　
税
を
納
め
て
　
叶
え
よ
う

有
和
中
学
校
三
年
　
　
坂
上

納
税
は
　
み
ん
な
の
幸
せ
　
つ
な
い
で
く

有
和
中
学
校
三
年
　
　
配共

○
湯
浅
町
　
税
の
塔
　
掲
載
作
品

納
め
よ
う
　
あ
な
た
の
税
が
　
動
か
す
社
会

湯
浅
中
学
校
二
年
　
　
　
上

国

税
金
は
　
み
ん
な
を
守
る
　
大
事
な
仕
組
み

湯
浅
中
学
校
二
年
　
　
　
中

樹
生

萌
杏

唯
花

愛
裡

摩

怜

真

人

○
広
川
町
　
税
の
塔
　
掲
載
作
品

税
金
は
　
暮
ら
し
を
守
る
　
み
ん
な
の
絆

耐
久
中
学
校
三
年
　
　
伊
藤

引
き
継
ぐ
よ
　
未
来

へ
つ
づ
く
　
税
の
リ
レ
ー

耐
久
中
学
校

一
年
　
　
前
川

税
金
で
　
未
来
を
明
る
く
　
作
つ
て
い
く

津
木
中
学
校

一
年

○
有
田
川
町
　
士□
備
地
区
税
の
塔
　
掲
載
作
品

ま
ず
は
知
る
　
く
ら
し
を

つ
な
ぐ
　
税
の
こ
と

吉
備
中
学
校
三
年
　
　
中
上

税
金
に
　
込
め
ら
れ
た
思
い
　
未
来

へ
と

吉
備
中
学
校

一
年
　
　
大
浦

○
有
田
川
町
　
金
屋
地
区
税
の
塔
　
掲
載
作
品

税
納
め
　
未
来
に
笑
顔
　
届
け
よ
う

金
屋
中
学
校
二
年
　
　
北
浦

税
金
は
　
夢
と
未
来
の
　
道
照
ら
す

石
垣
中
学
校

一
年
　
　
北
垣

○
有

田
川

町

あ

り
が

と

う

ゼゴ
4≧」`

れ
な
い

清
水
地
区
税
の
塔
　
掲
載
作
品

税
で
成
り
立

つ
　
地
域
の
輪

八
幡
中
学
校
二
年
　
　
堂
前

み
ん
な
を
支
え
る
　
感
謝
の
税

八
幡
中
学
校
二
年
　
　
堂
前

留

菜

桜

子

寒

川

碧

天

心
花

蓮
生

み
ず
き

佑
貴
斗

茉
穂

紀
穂

職
税
の
標
語
の
塔
」
掲
載
作
品
織
介



令和7年 12月 15 納 税 だ よ り 第 114号 (6)

青
年
部
会
企
業
視
察

実
施

令
和
七
年
九
月

二
日
に

、
青
年
部

会
員

の
企
業

へ
視
察

に
行

つ
て
き
ま

し
た

。

午

に

て

ま

た

ま

し
見説 し

学 明
｀

を を S

さ受 D
せ け G
て S`

いそ
ヘ

た伐 前`
〇倒林 中
体業は
験の
｀

も説清
さ明水

の
竹
上
木
材
閉

を
受
け
た
り

、

せ

て
い
た
だ
き

午
後

は

、
吉
備

の
い
古
勝

へ
移
動

の
取

り
組

み
等

の

・の
後

、
ェ
場
内

の

た
だ
き
ま

し
た

。

青
年
部
会
講
演
会
開
催

令
和
七
年
十
月

一
日
に
、

湯

務
署
長

で
あ
る
篠
崎
哲
史
様
を

と
し
て
お
迎
え
し

「
酒
税
と
酒

の
取
組
」

と

い
う
演
題
で
講
演

開
催
し
ま
し
た
。

会類講浅
を業師税

あ
り
だ
が
わ
楽
市
に
初
出
展

令
和
七
年
十

一
月
十
六
日
に

、
湯
浅
税
務
署
と
共
同
で
初
出
展

。
納
税
協
会

の

エ

コ
バ

ツ
グ
を
皆
様
に
配
布

、
ま
た
税
金
ク
イ
ズ
で
イ
ー

タ
君
消
し
ゴ
ム
や
景
品

の

つ
か
み
取
り
等
を
行

い
、
大
勢

の
人
で
に
ぎ
わ

い
ま
し
た

。

ッ

プ
メ
六ｏ
や
ん
オ
ス
う
ｏ
ι
た
″

「
納
税
協
会
青
年

の
集

い
」

神
戸
大
会
に
参
加

令
和
七
年
十

一
月

二
十
六

日
に

、

納
税
協
会
青
年
部
会
連
絡
協
議
会
主

催

の
第
十
六
回
　
翌
日
年

の
集

い
神
戸

大
会

」
に
参
加

し
ま
し
た

。

改
正
法
人
税
法
等

説
明
会

開
催

令
和
七
年
十
月
二
十
八
日

、
有

田
市
文
化

福
祉

セ
ン
タ
ー

に
お

い
て
和
歌
山
税
務
署
審

理
専
門
官
を
講
師
に
お
迎
え

し

、
改
正
法
人

税
法
等
説
明
会
を
開
催
し
ま
し
た

。

等説
明
会
開
催

令
和
七
年
十

一
月

会

に
お

い
て

、
湯
浅

に
お
迎
え

し

、
令
和

説
明
会

を
開
催
し
ま

年
Jttι

調
整

し七税十
た年務一
°
分署 日
年担 に
末当湯
調官浅
整 を納
等講税
の師協

１
劇
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■
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(7)第 114号 納 税 だ よ り 令和7年 12月 15日

令和 7年分確定申告の準備 :まお早めに !

農業所得者に対する決算等説明会のご案内

日 時 内 容 会 場 講 師

令和 8年

1月 14日 (水 )

午後1時～2時

・決算の留意事項

。確定申告における
留意事項等について

湯浅納税協会

3階 会議室

湯浅税務署

職 員

お申し込みは、湯浅納税協会 丁EL63-5454ま で

生
回

.イ ::'

納税協会は、会見を募集してしヽます

新しい仲間をご紹介ください。
会費は法人・個人別に定められています。

詳 しくは、窓国か電話でお尋ねください。

ご 入 会 の 申 し込 み は こ ち ら か ら
日

携帯電話、スマー トフォンで右記のQRコ ー ドまたは下記のURLヘアクセス してください。

httpS:〃WWW.nk¨netoCOoip/町 Okai/nyuka1/top/83507

艤翼
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■

■

一
■

一

■



令和7年 12月 15日 納 税 だ よ り 第 114号 (8)

開 設 日
開 設 場

令和8年 2月

開 設 時 間5 10 ■ ´ヽ

1∠ 13

木 火
_ユ…
′↑ヽ コ̂匡

有田市文化福祉センター 3階 大会議室 ● 9:30～ 16:00

有田川町役場 吉備庁舎 4階 会議室 ● 9:30～ 16:00

有田川町役場 清水行政局 2階 大会議室 ● 9:3_0～ 15:00

湯浅納税協会 3階 会議室 ● 9:30～ 16:00

税理士による地区無料相談会場のご案内

○ いずれの会場も正午から午後 1時 まで相談は行っていません。
○ 受付時間は、 9時 30分から終了時間の 30分前までです。なお、申告会場の混雑状況によっては早め
に受付を終了させていただく場合があります。

○ ご来場の際には、前年分の申告書等控え、税務署からのハガキ、源泉徴収票 (給与 。年金収入のある
方)、 所得控除に係る各種証明書などの申告書の作成に必要な書類等をご持参ください。

○ なお、会場内に筆記用具は用意していませんので、ボールペンや計算機等はご持参ください。
○ 各会場とも「土地 。建物・株式等を売却された所得」、「贈与税」、「相続税」、「山林所得」に関す
る相談は行っておりませんので、これらに関する相談が必要な場合は、湯浅税務署へお越 しください。

令和 7年分確定申告会場のお知らせ
湯浅税務署では、令禾口8年 2月 16日 (月 )か ら 3月 6日 (月 )(土 。日 0祝日を除く) 士 ‐^
確定申告会場を開設します。

相談受付は、 16墜重でですので、なるべく早めにお越 しください。
なお、確定申告会場の混雑状況によっては、 16時以前に相談受付を終了する場合がありますので
ご了承ください。

※ 税務署の確定申告会場では、マイナンバーカー ドを利用 したスマホによる申告を推進して
います。スマホをお持ちの方はスマホを、マイナンバーカー ドをお持ちの方はマイナンバー

カー ドの持参をお願いします。 (マ イナンバーカー ドの 2つ の暗証番号もお忘れなく。)

土地等譲渡所得・山林所得及び贈与税の相談は、担当者が従事している 2月 16日 (月 )、
17日 (火)、 24日 (火)、 25日 (水)、 26日 (木 )、 3月 9日 (月 )、 10(火 )、
11日 (水)、 12日 (木)、 13日 (金)、 16日 (月 )にお越 しください。

湯浅納税協会からのお知らせ


